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ノ(″)=(″ +1)(″-2)(″-5)と し,曲線ν=∫(■)をθとする。またク(″)=απ+bと
し,直線ν=g(″)をJとする。

(1)∫(″)一g(″)が極大値と極小値をもつαの条件を求めよ。

(2)σとJの共有点の個数がbによらず一定であるαの範囲を求めよ。

(3)α=-6の とき,bの値によってθとJの共有点の個数はどのように変化するか。
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